
当
財
団
で
は
、調
査
研
究
の
成
果
を
、出
版
物
を
通
し
て
広
く
公
開
し
て
い
ま
す
。

各
書
は
次
の
方
法
で
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

●
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
賛
助
会
員
様
は
一
部
を
除
き
会
員
価
格
が
ご
ざ
い
ま
す
。

http://w
w
w
.jtb.or.jp

●
書
店
／
大
型
書
店
、政
府
刊
行
物
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー・ス
テ
ー
シ
ョン（
官
報
販
売
所・取
扱

所
）な
ど
で
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。ま
た
は
、お
近
く
の
書
店
で
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店
／オ
ンラ
イ
ン
書
店
か
ら
は
、紙
書
籍
版
と
と
も
に
一
部
書
籍
の
ペー
パ
ー
バッ

ク
版（
プ
リ
ン
ト
オ
ン
デマン
ド
印
刷
）、電
子
書
籍
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。

■
２
０
１
４
年
度
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
記
録（
２
０
１
５
年
７
月
発
行
）

＊
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店（am

azon.co.jp

）よ
り『
ペ
ー
パ
ー
バッ

ク
版（
プ
リ
ン
ト
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
）』も
発
行
中
。

当
年
度
開
催
３
回
の
記
録
で
す
。第
１
回
は「
海
外
の
魅
力
的

な
リ
ゾ
ー
ト
に
学
ぶ
」。第
２
回
は「
現
代
ア
ー
ト
を
起
爆
剤
に

温
泉
街
を
活
性
化
！？
〜
道
後
温
泉
の
ま
ち
づ
く
り
に
学
ぶ
」。

第
３
回
は「
改
め
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つい
て
考
え
る
」。温
泉
地

の
将
来
を
考
え
る
上
で
、多
く
の
ヒ
ン
ト
が
見
え
て
く
る
１
冊
。

■
旅
行
年
報
２
０
１
５（
２
０
１
５
年
10
月
発
行
）

＊
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店（am

azon.co.jp

）よ
り『
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
版（
プ
リ
ン
ト
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印

刷
）』も
発
行
中
。

日
本
人
の
旅
行
実
態
に
関
す
る
調
査
、訪
日
外
国
人
の
発
地

調
査
、都
道
府
県
へ
の
観
光
政
策
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の
当

財
団
独
自
調
査
の
分
析
レ
ポ
ー
ト
を
中
心
に
、「
旅
行
市
場
」

「
観
光
産
業
」「
観
光
地
」「
観
光
政
策
」に
つい
て
直
近
１
年
の

動
向・出
来
事
を
総
覧
し
た
１
冊
。当
財
団
の
研
究
員
が
分
析
、

執
筆
、編
集
。当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
て
公
開
中
。

■
旅
行
産
業
論（
２
０
１
６
年
２
月
発
行
）

＊
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店（am

azon.co.jp

）よ
り『
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
版（
プ
リ
ン
ト
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印

刷
）』を
発
行
中
。

立
教
大
学
、㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
、当
財
団
を
中
心
に
構
成

さ
れ
る「
立
教
大
学
観
光
学
部
旅
行
産
業
研
究
会
」で
は
、立

教
大
学
の
講
義
内
容
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、旅
行
業
の
体
系
的
な

整
理
を
行
い
、そ
の
成
果
を
書
籍
化
。実
務
的
内
容
に
と
ど
ま

ら
ず
、旅
行
業
全
体
が
学
術
的
か
つ
俯ふ

瞰か
ん

的
視
点
か
ら
解
説

さ
れ
て
お
り
、旅
行
業
に
従
事
す
る
人
、志
す
人
、研
究
す
る
人

へ
多
く
の
示
唆
に
富
む
１
冊
。

■
平
成
27
年
度
観
光
地
経
営
講
座 

講
義
録（
最
新
刊
）（２
０
１
６
年
３
月
発
行
） 

＊
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店（am
azon.co.jp

）よ
り『
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
版（
プ
リ
ン
ト
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印

刷
）』を
発
行
中
。

「
観
光
地
経
営
の〝
８
つ
の
視
点
〞と
実
践
〜
地
域
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
ど
う
捉
え
る
か
？
―
地
域
主
体
の
戦
略
を
考
え
る
〜
」

を
主
題
に
、特
に「
③
市
場
創
出（
新
た
な
魅
力
と
市
場
を
つ

く
る
）」への
対
応
に
焦
点
を
当
て
、観
光
庁
、岐
阜
県
、白
馬
村
、

し
ま
な
み
海
道
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
取
り
組
み
内
容
や
考

え
方
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、各
地
で
の
実
践
に
お
け
る

ヒ
ン
ト
を
提
示
し
た
１
冊
。

※
担
当
：
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　

電
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０
３
・
５
２
５
５
・
６
０
７
３ http://w

w
w
.jtb.or.jp

●

現
政
権
が
進
め
る
「
地
方
創
生
」
は
、
東
京
一
極
集
中
を
是
正
し
、
地
方
の
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、
日
本
全
体
の
活
力
を
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
一
連
の
政
策
で
す
。
中
で

も
観
光
は
、
定
住
人
口
の
減
少
を
補
う
地
方
へ
の
誘
客
と
消
費
、
そ
し
て
雇
用
に
も
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
急
激
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
雇
用
不
足
が
顕
在

化
し
、
十
分
な
受
入
環
境
が
整
わ
な
い
観
光
地
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
次
号
で
は
、
温
泉

地
を
例
に
観
光
産
業
に
お
け
る
雇
用
不
足
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
考
察
し
ま
す
。

編
集
後
記

次

号

予

告

公益財団法人  日本交通公社  出版物のご案内

◆
２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
３
月
11
日
か
ら

暦
の
上
で
は
５
年
の
月
日
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
復
旧
・
復
興
へ
の
道み

ち

程の
り

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
が
で
き
な
け
れ
ば
旅
行
・

観
光
は
始
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
て
、「
ひ
と
の
動
き
が
復
興
へ
の
力
に
な
る
」、

特
集
担
当
研
究
員
が
現
地
に
赴
き
、
座
談
会
、

対
談
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
で
話
さ
れ
た
各
地

の
皆
様
の
声
か
ら
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

誘
引
す
る
旅
行
・
観
光
へ
の
期
待
が
大
き
い

と
い
う
こ
と
は
、
旅
行
・
観
光
に
関
わ
る
研

究
者
・
実
務
家
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
注

視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

◆
我
が
国
は
地
方
を
元
気
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
、
予
算
を
組
ん
で
施
策
を
展
開

し
て
き
て
い
ま
す
。
当
財
団
の
研
究
員
は
日

本
の
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
、
実
践
的
な

観
光
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
方
創
生
と

観
光
と
の
関
係
を
特
集
企
画
と
し
て
小
誌
で

取
り
上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

●

◆
東
日
本
大
震
災
直
後
の
４
月
か
ら
編
集
を
担

当
し
、
３
月
31
日
に
そ
の
任
を
終
え
ま
し
た
。

震
災
直
後
の
２
０
８
号（
７
月
）で
、
旅
行
・

観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
大
震
災
を
テ
ー
マ
に

ど
う
関
係
づ
け
、
ど
ん
な
企
画
に
す
べ
き
か

自
問
自
答
を
繰
り
返
し
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
ご
愛
読
・
ご
支
援
く
だ
さ

い
ま
し
た
皆
様
に
誌
面
を
お
借
り
し
て
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
片
桐
）

  

編
集
室
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス：

kankoubunka@
jtb.or.jp

「
２
０
１
６
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
セ
ミ
ナ
ー
開
催
予
定
」

当
財
団
主
催
の
今
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
セ
ミ
ナ
ー
に
つい
て
ご
案
内
し
ま
す
。

●
観
光
地
経
営
講
座　

上
期　

６
月

２
０
１
３
年
12
月
発
刊
の『
観
光
地
経
営
の
視
点
と
実
践
』を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
、当
財
団
が
こ
れ
ま
で

培
って
き
た
経
験
と
ノ
ウ
ハウ
を「
観
光
地
経
営
」と
い
う
視
点
で
整
理
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。昨
年
度
は「
市

場
創
出（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）」に
焦
点
を
絞
って
開
催
し
ま
し
た
。今
年
度
に
つい
て
は
現
在
企
画
中
で
す
。

●
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

下
期

当
財
団
独
自
の
旅
行
市
場
調
査
お
よ
び
観
光
政
策
な
ど
に
関
す
る
調
査
の
研
究
成
果
発
信
の
場
と
し

て
、当
財
団
研
究
員
が
発
表
す
る
予
定
で
す
。

最
新
情
報
・
詳
細
に
つい
て
は
、準
備
が
で
き
次
第
、ホ
ー
ムペ
ー
ジ
で
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
財
団
ホ
ー
ムペ
ー
ジURL http: //w

w
w
.jtb.or.jp  

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

当
財
団
か
ら
の
お
し
ら
せ

当
財
団
の
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
会
員

を
募
集
中（
無
料
／
月
１
回
発
信
）。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
登
録
い
た
だ
け
ま
す
。

「観光文化」のPDFを当財団ホームページで公開中。229号よりPOD（ペーパーバック）版の販売も開始します。

「
研
究
員
コ
ラ
ム
の
紹
介
」（
２
０
１
５
年
12
月
〜
２
０
１
６
年
２
月
）

各
研
究
員
が
独
自
の
経
験
と
視
点
を
基
に
し
て
、ホ
ッ
ト
な
雑
感
を
綴
り
ま
す
。当
財
団
ホ
ー
ム

ペー
ジ
「
研
究
員
コ
ラ
ム
」
に
掲
載
し
た
３
カ
月
分
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

研
究
員
コ
ラ
ム
一
覧  

で
検
索
で
き
ま
す
。

２
８
０　

観
光
地
と
災
害
に
つい
て
考
え
る

―
火
山
の
恵
み
と
噴
火
への
備
え
を
切
り
口
に 

（
堀
木
美
告
）

２
８
１　

韓
国
の
観
光
実
情
に
つい
て
の一考
察

―「
日
韓
国
際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
１
５
」
に
参
加
し
て 

（
牧
野
博
明
）

２
８
２　

Exhibition

（
展
示
会
）
に
求
め
ら
れ
る
も
の 

（
守
屋
邦
彦
）

２
８
３　

２
０
１
５
年
を
振
り
返
る 

（
梅
川
智
也
）

２
８
４　

２
０
１
６
年
の
年
初
に
あ
た
り 

（
寺
崎
竜
雄
）

２
８
５　

２
０
１
５
年
、
印
象
に
残
っ
た
地
域
、
人
、
そ
し
て
〝
言
葉
〞 

（
吉
澤
清
良
）

２
８
６　
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
・
コ
ラ
ム

〜
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
連
携
に
学
ぶ
実
態
あ
る
連
携 

（
吉
谷
地
裕
）

２
８
７　
〝
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
〞
の
行
方 

（
相
澤
美
穂
子
）

２
８
８　

東
京
国
立
近
代
美
術
館
「
よ
う
こ
そ　

日
本
へ
」
展
を
鑑
賞
し
て

〜
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
る
戦
前
の
わ
が
国
の
観
光
の
姿 

（
大
隅
一
志
）

２
８
９　

旅
行
業
の
体
系
的
整
理
への
試
み

〜「
旅
行
産
業
論
」
執
筆
、
出
版
を
通
じ
て
〜 

（
柿
島
あ
か
ね
）

２
９
０　

観
光
地
で
の
住
民
意
識
調
査
実
施
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と 

（
門
脇
茉
海
）

２
９
１　

訪
日
客
に
も
売
れ
る
?! 

日
本
の
生
活
サ
ー
ビ
ス 

（
川
口
明
子
）

２
９
２　

旅
行
・
観
光
に
関
す
る
日
進
月
歩
の
「
シェア
」
サ
ー
ビ
ス 

（
川
村
竜
之
介
）
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